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【最新のボーダー考察ライブ】
『受験率』が分かったので、詳しく解析
してきました！
⾯接や記述・論⽂の評価に怯えている⽅
へ。『⾃分は最終合格できるのか』とい
う不安が絶対になくなると思います！
それくらい根拠を持って紹介できるので
ぜひチェックしてみて下さい∼！

∼

楽しい話なので
⻑くなるかも



今回紹介する試験区分

国家⼀般職
国税専⾨官
労働基準監督官

コメント欄に〇分〇秒から国家⼀般職等と
⽬次を作っておきますね！



【『受験率』の調査結果発表】

皆さんの協⼒のおかげで、⼤体の『受験率』を把
握することができました！こんなにたくさんのデ
ータが集められるとは思ってもいませんでした。
本当にありがとうございました!!!!
今回その集計データを発表したいと思います！
分析できたのは、国家⼀般職と国税専⾨官、労働
基準監督官の3つです！

ボーダー・倍率への影響や、いかに...



今回のライブ配信で紹介

『受験率』がわかったので、最新の
ボーダー解説を⾏います！
⾃分は『⾯接C』で受かるのか？そ
ういった今後のビジョンをデータに
基づいて詳しく紹介します！
今年はおもしろい結果に...!!!



【受験率の概算値まとめ】

国家⼀般職(⾏) 国家⼀般職(技)

国税専⾨官 労働基準監督官

0.740

0.696

0.649

0.711



今回の受験率について

受験⽣が主観的に〇⼈中◆⼈受けてい
るよ∼と判断した値の統計データ
同じ会場からの報告があるため、⼆重
計上している場合もある
5∼5.5割くらい等のときは中間値を使
⽤(5.25割)



【受験率のデータ量】

国家⼀般職(⾏) 国家⼀般職(技)

国税専⾨官 労働基準監督官

8557⼈中

→6329⼈受験

4505⼈中

→3135⼈受験
456⼈中

→324⼈受験

291⼈中

→189⼈受験



【地区ごとの受験率まとめ】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

0.715 0.596 0.690

0.788 0.781 0.709

0.696 0.760 0.821



今回の解析条件(国家⼀般職)

平均点を(21、22)と仮定
標準偏差を(4.8、7.0)と仮定

→この条件を今年の基準と、⾃分が勝⼿
 に判断しましたので、ココを基準に今
 年のボーダーを考察します。



【1次ボーダー予想値】

※(21,22)を平均と仮定した時の解析値

※地域ごとの受験⽣のレベル・やる気が違
うため、誤差がでる(これは補正込み)



【地区ごとの受験⽣のレベル・やる気まとめ】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

★2 ★1.5 ★5

★3.5 ★4.5 ★3

★1.5 ★1.5 ★0.5



【(21,22)を基準とした時のボーダー点】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

260 290 360

370 365 285

285 320 330



【1次合格者数は確定値】

※(21,22)を平均と仮定した時の解析値
※今回の条件下での受験者数も推測可能



【地区ごとの受験率まとめ】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

0.715 0.596 0.690

0.788 0.781 0.709

0.696 0.760 0.821



【2次の受験者数は...（予想）】

※以前ライブ配信で聞いた皆さんの意⾒を
 参考に合格者を予想しました



需要

【受験者ー合格者（予想）】

供給



【関東の実質倍率はどれくらいか...】

落ちる⼈が170名くらいしかいなさそう

140



【⾯接&論⽂の標準点まとめ】



関東甲信越
1次合格→2310名
受験⽣約1820名(予想)
合格者約1650名(予想)

偏差値53∼54
=370点

偏差値50
=333点

【ボーダー付近】
(17,29)=371
(18,28)=376
(20,27)=373
(21,26)=371
(23,25)=375
(24,24)=372
(26,23)=376
(27,22)=374
(28,21)=371

★実質倍率が超低下...
→ボーダー付近でもC評価
以上で合格だと思います！

どの層が落ちるのか



関東甲信越
1次合格→2310名
370∼400点の間(補正込)
約725⼈×0.788→571⼈

53.6
=370点

偏差値50
=333点

【ボーダー付近】
(17,29)=371
(18,28)=376
(20,27)=373
(21,26)=371
(23,25)=375
(24,24)=372
(26,23)=376
(27,22)=374
(28,21)=371

571⼈は理論値なので、実
際はもう少しいそう。
600×0.16(D)=96名

受験⽣の層

56.7
=400点



ポイント

受験⽣のレベル(平均点等)は例年と差
がない
単純に2次倍率だけがさがる
→ボーダーが下がる
ボーダー付近＋⾯接Dがアウト
論⽂⾜切りアウト
⾯接⾜切りアウト



【近畿の実質倍率はどれくらいか...】

落ちる⼈が90名くらいしかいなさそう



【⾯接&論⽂の標準点まとめ】



【次は最終合格ボーダーの話】

※以前ライブ配信で聞いた皆さんの意⾒を
 参考に合格者を予想しました



ブタ君

試験→国家⼀般職・関東
素点→教養20、専⾨27
標準点→373点

【2⼈の受験⽣を例として紹介】

ネコ君

試験→国家⼀般職・近畿
素点→教養24、専⾨28
標準点→414点



⼀旦⾃分の標準点を算出しよう

平均点を予想してください
教養1問につき±7点
専⾨1問につき±10点(今年は予想9.5)
→その合計値を333点に⾜して下さい

例：(21,22)予想で⾃分が(24,28)なら
教養+3問、専⾨+6問
→�7×3＋10×6＝81�
→�333+81＝414点



【(21,22)を基準とした時のボーダー点】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

260 290 360

370 365 285

285 320 330



【需要と供給のミスマッチ】

需要供給



需要と供給の観点は⼤事

究極な話、今年は合格者少なくてい
いよ∼とはならない
→採⽤側も働いてくれる⼈を確保し
なきゃならない！
最終合格者数が⼀定数以下になるこ
とはない



【今年は垂れ流し状態になりそう...】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

140※ 110 100

140 150 125※

125※ 140 100



【⾯接&論⽂の標準点まとめ】



【21,22と仮定した時の最終合格の⽬安】



【21,22と仮定した時の最終合格の⽬安】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

400 400 460

510 515 410

410 460 430



【受験者ー合格者（予想）】

需要供給



ボーダー考察の要点まとめ

昨年等に⽐べると、最終合格者数は
減少する地区が多い(⾒かけ倍率UP)
減少する理由は難易度が上がったわ
けではなく、受験者数が減りすぎた
から

全体的に垂れ流し状態になる



今年の傾向!!技術を例にします

国家⼀般職の技術系の区分がなぜ筆
記も⾯接も毎年垂れ流し状態になっ
ているのか(⼀部の区分以外)を考え
てみてほしい！
需要(働いてほしい)と供給(受験⽣)
のバランスが崩壊しているから



【記述と⾯接で必要な点】



【技術の供給(受験⽣)不⾜】

国家⼀般職(技)

291⼈中

→189⼈受験

国家⼀般職(技)

0.649



【⼟⽊のデータをピックアップ】

↑⼈⼿不⾜過ぎる⼟⽊...

緑の枠のおかげで『受験率』がわかる



【⼟⽊のデータをピックアップ】

↑⼈⼿不⾜過ぎる⼟⽊...

ちょっと⾼めに⾒ても12⼈に11⼈...



【⼟⽊】を例とします
H20は平均が(20,20)
くらい
→ボーダーが(12,12)

⾜切り
偏差値50
=333点

もう2次試験受験⽣⾃体の
平均点も(20.20)くらいと
いうこと！



【⼟⽊】を例とします
H20は平均が(20,20)
くらい
→ボーダーが(12,12)

⾜切り
偏差値50
=333点

もう2次試験受験⽣⾃体の
平均点も(20.20)くらいと
いうこと！

ボーダーが低すぎるので、
163といっても垂れ流し状
態に変わりはない

⾒かけ上の倍率だけは上昇
する
→今年は難しかったねとな
 るけど、実際はそうでは
 ない



【技術の最終合格点】

すべての区分で申込者、受験者数減
→合格者は減るがボーダーは下がる

イメージ 300

※区分ごとの平均点の標準偏差次第で合格点等も変わる

300 300 330 330 420 450 330 330



【今年は垂れ流し状態になりそう...】

北海道 東北

近畿関東甲信越

東海・北陸

中国

四国 九州 沖縄

140※ 110 100

140 150 125※

125※ 140 100



教養と専⾨平均点予想→今年(◇,◇)

教養１問→標準点約7点
適性１問→標準点約10点

 →『平均点＝333点』(固定)
【１問の価値(だいたい)】

 →333点�±7×■�±10×■＝標準点
 ■は(⾃分の素点)ー(平均点)

計算⽅法まとめ(国家⼀般職)



【⾃分は平均より何点多い？少ない？】

ネコ君

俺は(23,70)だから
教養が平均＋3問
専⾨が平均＋6問多いぜ

★1問7点の教養が3問多く
取れてる
→7×3＝21点

計算しよう

★1問10点の適性が6問多
く取れてる
→10×6＝60点

333(平均)＋21＋60＝414点

※⼩数点以下切り捨て



⼀旦質疑応答タイム

ココまでの内容でわからないこと
もう⼀度説明してほしいところ等

→何かあれば今のうちに気軽に聞いて下
 さい∼！
→何もなければ国税のボーダーの話に移
 ります！



LINEでも気軽に聞いてください(^^)

今⽇質問に答えられなかった⽅ごめんなさい!!


